
１． はじめに

今日までに整備されてきた社会資本の多くは，

さまざまな人々の協力と人類の知恵ともいえる土

木技術の発展に支えられ，われわれの生活のあら

ゆる場面において重要な役割を果たしてきてい

る。しかしながら，いったん整備されてしまうと

「存在して当たり前のもの」となり，その存在価

値が顧みられないことも多い。また一方で，社会

資本に対する批判なども多く見られるところであ

るが，それは社会資本の果たしている役割につい

て，必ずしも十分には理解されていないことも一

因ではないかと考えられる。

そのため，中部地方整備局においては，日頃よ

り社会資本の役割や必要性などを広く伝え，社会

資本整備への理解を深めるための広報活動を推進

しており，その一環として，エクスカーション

「体験型の見学会」を実施するとともに，関係機

関と連携し取り組んでいる。

２． エクスカーションとは

エクスカーションとは，従来型の見学や視察と

は異なり，訪れた場所で現地を熟知した案内人

（ガイド人）の解説に耳を傾けるとともに，参加

者も含めてお互いに意見を交わすことにより，地

域の自然や歴史・文化と同時に社会資本を学び，

理解を深める「体験型の見学会」である。単なる

見学会と異なり，現地調査や意見交換などによっ

て理解を深めるという特色を強く表現するため，

学問としての巡検＝エクスカーション（excur-

sion）という言葉を用いている。

エクスカーションには，パンフレットやインタ

ーネットだけでは得られない「ライブ感」「参加・

体験」といった大きな特徴がある。同じコースで

も訪れる季節や天候によって印象が変わり，参加

者の好奇心を誘発するだけでなく，好奇心が旺盛

であればあるほど充実感が得られるというもので

ある。参加者が現場での知識を得て判断力を養う

だけでなく，感性や自覚が育つといった波及効果

も期待できる。

また，エクスカーションでは，土木工学の専門家

だけでなく，地域住民や，当該地域で仕事やボラン

ティア活動などに携わってきた方々にもガイドや

テキスト作りに活躍していただくことにより，自

らの地域への愛着を醸成し，地域自らが情報発信

することで大きな可能性が広がることになる。

このように，エクスカーションは企画する側も

参加する側も熱意を持って参加し，内容を磨き，そ

の繰り返しによって多くの人が育てる企画であ

る。

エクスカーション
「体験型の見学会」
の取り組みについて
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■行程表
９：３０ 名古屋駅集合
１０：１０ ①輪中の郷
１１：２０ ②木曽川文庫・船頭平閘門

昼食
１４：００ ③木曽三川公園センター
１５：３０ ④長良川河口堰・アクアプラザながら
１７：３０ 名古屋駅解散

コーディネーター：
清野聡子 先生（東京大学総合文化科学研究科）

図―１ エクスカーション行程（平成１７年１１月６日
（日）実施）

写真―１ 持ち運びを考慮したテキスト

３． 取り組み事例「親子ふれあい見学会
木曽三川の水辺の暮らし」の概要

中部地方整備局では，さまざまなエクスカーシ

ョンに取り組んでいる。その中から，波及効果ま

で把握した取り組みについて紹介する。この事例

は，中部地方整備局が土木学会と連携して実施し

たもので，その企画立案，運営に携わったもので

ある。

「土木の日 親子ふれあい見学会：木曽三川の

水辺の暮らし～悠久なる歴史での再発見～」と銘

を打って，平成１７年１１月６日（日）親子を対象と

して，木曽三川下流域の低平地をめぐる治水や利

水などの学習を目的としたエクスカーションを実

施した（訪問先およびコース図の概要を図―１に

示す）。

このエクスカーションのテーマと探訪地は，歴

史的治水事業である宝暦治水から２５０年，長良川

河口堰の完成から１０年の節目にあたることに注目

して，大河川下流域の生活をていねいに見て，考

えることを目的とした。記憶に新しい，米国での

ハリケーンカトリーナによる大水害の直後という

こともあり，名古屋を中心に集まった参加者の関

心は高かったといえる。

募集人数は，解説と議論が共有できるバス１台

の約４０名で設定し，チラシを名古屋市内中心に図

書館や公共施設に掲示して募集した。結果，当日

は３４名（大人１６名，子供１８名）が参加した。

エクスカーションを行うにあたり，訪れる施設

や内容に繋がりを持たせ，参加者にテーマの動機

付けを図るためコーディネイターを置き，ガイド

人と調整し，コミュニケーションを図りながら進

めた。また，一方的な説明や知識の押しつけにな

らないように，お互いに自由な意見交換を通じて

理解を深める雰囲気づくりにも努めた。

見学では，木曽三川の自然や地域の社会的な条

件と身近な生活との関わりなどについて理解を深

めること（例：地域の特産品），子供たちの興味

を引く実体験（例：乗船体験）を入れたことなど

工夫した。

! 各訪問地における参加者とのやりとり

最初の訪問地である「輪中の郷（輪中の文化，

知恵を学ぶ資料館）」では，資料館の学芸員の方

から過去の大水害やそれに立ち向かう地域の歴

史，住民の水防への努力等の実体験を元に思いを

込めた話に耳を傾けた。現地では堤防や家屋を見

学し，低平地の暮らしでは，河川からの恵みがあ

る一方で災害の危険をはらんでおり，住民の努力

の足跡やそれを克服してきたこと，公共事業をめ

ぐる利害調整等のジレンマが昔からあったことな

どを現地を歩き，地域の方からの説明を聞くこと

で実感を持って知ることができた。

「船頭平閘門（木曽川と長良川を行き来するた

め造られた明治期の土木遺産で，国の重要文化財

特集 工事現場のイメージアップ

２６ 建設マネジメント技術 2007年 5月号



写真―２ 閘門における乗船体験

写真―３ 木曽三川公園センターでの様子

写真―４ 昼食もエクスカーションの一環

にも指定されている）」では，閘門の仕組みや水

の流れについて説明を受けるだけでなく，実体験

を通じて土木施設の仕組みを理解し，興味を持っ

てもらうため，子供たちが船に乗って往復する体

験を行った（写真―２参照）。

明治期の施設が今もなお現役で動いている様子

や，水位が目の前で少しずつ上下する様子は，参

加者の印象に残ったと思われる。子供たちも普段

できない体験に，見ていた親御さんたちも心配す

るほどのはしゃぎぶりであった。

「木曽三川公園センター（展望タワーが目印の

公園で，治水の歴史や自然，生物を紹介する展示

室や輪中特有の建物「水屋」も見学できる国立木

曽三川公園の施設）」では，展望タワーの上から

見える川を指さして河川名を質問したところ，子

供たちが木曽三川を指さしながら答えたり，視界

一面を流れる大河に驚き，「どっちからどっちへ

流れているの」といった質問をしたりする子供も

おり，やりとりをするうちに徐々に子供たちの関

心度も高まってきたと考えられる（写真―３参

照）。

最後の訪問地，「長良川河口堰（塩水の遡上を

防止することにより，大規模な浚渫を可能にし，

長良川の洪水を安全に流下させることと，堰の上

流が淡水化されることで，水道・工業用水に利用

することを目的に建設され，平成７年から運用さ

れている）」では，河口堰に収められた機械の大

きさ，魚道における生態系への配慮などにも参加

者は非常に大きな関心を持っていた。

さらに，現地へ移動するバスの中では，単に説

明を行うだけではなく参加者の方からもお話をい

ただいた。平成１２年の東海豪雨を経験した家族の

方の体験談から，改めて自然災害が身近に起こり

得るということで認識を新たにし，その上で木曽

三川や長良川河口堰等を見ることにより，その役

割を考える機会を持つことができたと考えられ

る。

また，昼食もエクスカーションの一環ととら

え，木曽三川の恵みとして地元でとれる食材を使

ったレンコンのフライ，ナマズの蒲焼きなどを供

し，名産品の生産地の水，地形，土壌利用の特性

やそれを支える社会基盤について解説を行った。

身近な食材の背景にある話題に参加者の方は新た

な興味を持っていた（写真―４参照）。

! エクスカーションを振り返って

開催当日は，時折強い雨の降る１１月上旬にして

は寒い１日であったが，参加者の方には最後まで

熱心に話を聞いていただき積極的な質問をいただ

いた。お互いの意見交換などを行ったことによ

り，充実したエクスカーションになったのではな

いかと考えている。行程の最後にあたり皆さんお

疲れのようであったが，参加者のアンケート結果

からも理解度，満足度ともに高い評価を得る結果

となった。また，土木技術に対する意識など，参

加前よりイメージが良くなり高い意識変化をもた

らした。今後の見学会への参加意欲も大人・子供

ともに高くなっている。特に，河口堰の役割につ
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良かった施設�

０�

いて，「普段マスコミが取り

上げない点についても話題に

したい」との声があり，エク

スカーションの参加により，

理解が深まった良い例である

といえよう。しかし，一部の

説明では「（小学生の子供に

は）説明が難しい」との意見

もいただいている。この他の

意見としては，「これまでの

水との闘いについて，説明者

の熱意が伝わってきて理解，

共感することができた」と

か，「親子で社会見学に参加

でき，ていねいな説明が聞け

る機会は意外に少ない」「生

活に関わる水や社会の状況に

ついて親子で情報共有できる

機会がもっと必要」とのご意

見をいただいた。

! 波及するエクスカーシ

ョン

このエクスカーションの実

施１年後に参加者を対象に，

参加後の状況を把握する追跡

アンケートを実施した。アン

ケートは郵送により実施し，

参加した１２家族のうち，９家

族から回答を得た（図―３参

照）。

参加者のうち，約４割が本

エクスカーションでの訪問先

を再び訪れている。また，

「別の企画へ参加した」や

「今後別の企画へ参加する予

定がある」との回答もあり，

参加後も引き続き社会資本に

対して興味を持っていただい

ている。また，多くの家族が
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本エクスカーションへの参加を周囲の方との話題

にしており，そのうち約３割は話題にした相手と

ともに本エクスカーションでの訪問先へ訪れてお

り，波及効果が見られている。これらの参加者

は，満足度，理解度，次回の参加意欲ともに最も

良い評価をしている家族であった。

このように，エクスカーションは訪問先の魅力

を伝えるための有効な手段の一つであるといえ

る。また，参加者からの波及効果も，十分期待で

きるものであり，その効果は参加者の満足度や理

解度，さらには参加意欲に比例するものと考えら

れる。充実したエクスカーションを実施するに

は，参加者の関心を引き出すことを可能とする企

画立案や説明資料の作成，ガイド人における知識

の蓄積や熱意，参加者が好奇心を持ち積極的に参

加すること，いずれも不可欠な要素であると考え

られる。

４． おわりに

現地を訪れ，それに携わる人の話を聞くこと

は，社会資本などの役割や必要性などを知ってい

ただくには非常に有効である。今回の事例は，す

でに整備された社会資本を見学したものである

が，現在，整備している工事現場を見学しても，

同様な効果が得られると考えられる。また，実施

にあたっては，単に現場を見学させるのではな

く，参加や体験をさせるとか説明する側の熱意や

意見交換などコミュニケーションを図る工夫をす

ることで，より効果的な見学会になると思われ

る。

これらの取り組みは，実施するものが熱意を持

って，継続して実施していくことが重要であり，

今後も，充実したエクスカーション「体験型の見

学会」の実施により，広い層に対して社会資本へ

の理解がより深まることが期待されるところであ

る。
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